
東

京

都

北

区

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

ラ

ン

の

運

営

に

関

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

月

六

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子
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東

京

都

北

区

条

例

第

四

十

一

号

東

京

都

北

区

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

ラ

ン

の

運

営

に

関

す

る

条

例

東

京

都

北

区

学

童

ク

ラ

ブ

の

運

営

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

号

）

の

全

部

を

改

正

す

る

。

（

目

的

）

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

東

京

都

北

区

立

小

学

校

等

に

お

い

て

、

全

て

の

児

童

が

放

課

後

等

を

安

全

か

つ

安

心

に

過

ご

し

、

多

様

な

体

験

及

び

活

動

を

行

う

場

を

提

供

す

る

た

め

、

東

京

都

北

区

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

ラ

ン

の

運

営

に

つ

い

て

必

要

な

事

項

を

定

め

、

児

童

の

健

全

な

育

成

を

図

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。

（

事

業

等

）

第

二

条

区

長

は

、

前

条

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

、

次

に

掲

げ

る

事

業

（

以

下

「

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

ラ

ン

」

と

い

う

。

）

を

行

う

。

一

児

童

福

祉

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

百

六

十

四

号

）

第

六

条

の

三

第

二

項

に

規

定

す

る

放

課

後

児

童

健

全

育

成

事

業

（

以

下

「

学

童

ク

ラ

ブ

」

と

い

う

。

）

二

地

域

住

民

等

の

参

画

を

得

て

放

課

後

等

に

行

う

、

学

習

、

体

験

、

交

流

活

動

等

の

事

業

（

以

下

「

放

課

後

子

ど

も

教

室

」

と

い

う

。

）

２

区

長

は

、

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

ラ

ン

の

実

施

に

当

た

っ

て

は

、

前

項

各

号

に

掲

げ

る

そ

れ

ぞ

れ

の

事

業

を

利

用

す

る

児

童

が

、

相

互

に

交

流

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

、

当

該

事

業

の

連
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携

及

び

調

整

を

行

う

も

の

と

す

る

。

（

実

施

場

所

等

）

第

三

条

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

ラ

ン

の

実

施

場

所

並

び

に

育

成

時

間

及

び

実

施

時

間

は

、

東

京

都

北

区

規

則

（

以

下

「

規

則

」

と

い

う

。

）

で

定

め

る

。

（

対

象

児

童

）

第

四

条

学

童

ク

ラ

ブ

を

利

用

で

き

る

者

は

、

東

京

都

北

区

立

学

校

設

置

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

六

号

）

に

規

定

す

る

小

学

校

（

以

下

「

実

施

校

」

と

い

う

。

）

に

就

学

す

る

児

童

、

東

京

都

北

区

内

に

居

住

す

る

小

学

校

（

実

施

校

を

除

く

。

次

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

に

就

学

す

る

児

童

そ

の

他

区

長

が

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

児

童

で

、

保

護

者

が

規

則

で

定

め

る

利

用

承

認

基

準

に

該

当

し

、

放

課

後

継

続

的

に

保

護

者

か

ら

保

護

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

な

い

も

の

と

す

る

。

２

放

課

後

子

ど

も

教

室

を

利

用

で

き

る

者

は

、

実

施

校

に

就

学

す

る

児

童

、

東

京

都

北

区

内

に

居

住

す

る

小

学

校

に

就

学

す

る

児

童

そ

の

他

区

長

が

特

に

必

要

と

認

め

る

児

童

と

す

る

。

３

早

朝

延

長

利

用

（

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

実

施

時

間

の

開

始

前

に

利

用

時

間

を

延

長

し

て

放

課

後

子

ど

も

教

室

を

利

用

す

る

こ

と

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

及

び

夕

方

延

長

利

用

（

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

実

施

時

間

の

終

了

後

に

利

用

時

間

を

延

長

し

て

放

課

後

子

ど

も

教

室

を

利

用

す

る

こ

と

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

が

で

き

る

者

は

、

放

課

後

子

ど

も

教

室

を

利

用

し

て

い

る

児

童

で

、

保

護

者

が

規

則

で

定

め

る

利

用

承

認

基

準

に

該

当

し

、

当

該

早

朝

延

長

利

用

又

は

夕

方
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延

長

利

用

の

実

施

時

間

に

、

継

続

的

に

保

護

者

か

ら

保

護

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

な

い

も

の

と

す

る

。

（

利

用

の

承

認

等

）

第

五

条

学

童

ク

ラ

ブ

を

利

用

し

よ

う

と

す

る

児

童

の

保

護

者

は

、

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

あ

ら

か

じ

め

区

長

に

申

請

し

承

認

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

放

課

後

子

ど

も

教

室

を

利

用

し

よ

う

と

す

る

児

童

の

保

護

者

は

、

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

あ

ら

か

じ

め

区

長

に

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

利

用

登

録

の

申

込

み

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

、

学

童

ク

ラ

ブ

の

利

用

の

承

認

を

受

け

た

場

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

３

早

朝

延

長

利

用

又

は

夕

方

延

長

利

用

を

し

よ

う

と

す

る

児

童

の

保

護

者

は

、

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

あ

ら

か

じ

め

区

長

に

申

請

し

承

認

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

利

用

の

不

承

認

）

第

六

条

区

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

の

利

用

の

承

認

を

し

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

一

定

員

に

達

し

て

い

る

と

き

。

二

利

用

し

よ

う

と

す

る

児

童

が

、

疾

病

そ

の

他

の

理

由

に

よ

り

集

団

生

活

に

適

さ

な

い

と

認

め

ら

れ

る

と

き

。

三

前

二

号

に

掲

げ

る

場

合

の

ほ

か

、

区

長

が

利

用

を

不

適

当

と

認

め

る

と

き

。
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２

区

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

早

朝

延

長

利

用

及

び

夕

方

延

長

利

用

の

承

認

を

し

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

一

利

用

し

よ

う

と

す

る

児

童

が

、

疾

病

そ

の

他

の

理

由

に

よ

り

集

団

生

活

に

適

さ

な

い

と

認

め

ら

れ

る

と

き

。

二

前

号

に

掲

げ

る

場

合

の

ほ

か

、

区

長

が

利

用

を

不

適

当

と

認

め

る

と

き

。

（

育

成

料

）

第

七

条

学

童

ク

ラ

ブ

を

利

用

す

る

児

童

の

保

護

者

は

、

児

童

一

人

に

つ

き

月

額

六

千

五

百

円

の

育

成

料

を

納

付

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

学

童

ク

ラ

ブ

の

延

長

利

用

（

学

童

ク

ラ

ブ

の

育

成

時

間

を

延

長

し

て

当

該

学

童

ク

ラ

ブ

を

利

用

す

る

こ

と

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

を

す

る

児

童

の

保

護

者

は

、

前

項

の

育

成

料

に

加

え

て

、

児

童

一

人

に

つ

き

月

額

二

千

円

の

延

長

利

用

の

た

め

の

育

成

料

を

納

付

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

早

朝

延

長

利

用

を

す

る

児

童

の

保

護

者

は

、

児

童

一

人

に

つ

き

月

額

千

円

の

早

朝

延

長

利

用

の

た

め

の

育

成

料

を

納

付

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

４

夕

方

延

長

利

用

を

す

る

児

童

の

保

護

者

は

、

児

童

一

人

に

つ

き

月

額

千

五

百

円

の

夕

方

延

長

利

用

の

た

め

の

育

成

料

を

納

付

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

育

成

料

の

減

免

）

第

八

条

区

長

は

、

前

条

各

項

に

規

定

す

る

育

成

料

を

、

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

減

額

し

、

又

は

免

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。
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（

育

成

料

の

不

還

付

）

第

九

条

既

に

納

付

し

た

育

成

料

は

、

還

付

し

な

い

。

た

だ

し

、

区

長

は

、

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

そ

の

全

部

又

は

一

部

を

還

付

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

利

用

承

認

等

の

取

消

し

）

第

十

条

区

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

の

利

用

の

承

認

を

取

り

消

す

こ

と

が

で

き

る

。

一

第

四

条

第

一

項

に

規

定

す

る

要

件

に

該

当

し

な

く

な

っ

た

と

き

。

二

第

六

条

第

一

項

第

二

号

に

該

当

す

る

こ

と

と

な

っ

た

と

き

。

三

正

当

な

理

由

が

な

く

長

期

間

に

わ

た

っ

て

利

用

し

な

い

と

き

。

四

利

用

の

申

請

に

虚

偽

が

あ

る

こ

と

が

判

明

し

た

と

き

。

五

前

各

号

に

掲

げ

る

場

合

の

ほ

か

、

区

長

が

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

。

２

区

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

利

用

登

録

を

取

り

消

す

こ

と

が

で

き

る

。

一

第

四

条

第

二

項

に

規

定

す

る

要

件

に

該

当

し

な

く

な

っ

た

と

き

。

二

利

用

登

録

の

申

込

み

に

虚

偽

が

あ

る

こ

と

が

判

明

し

た

と

き

。

三

前

二

号

に

掲

げ

る

場

合

の

ほ

か

、

区

長

が

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

。

３

区

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

早

朝

延

長

利

用

及

び

夕

方

延

長

利

用

の

承

認

を

取

り

消

す

こ

と

が

で

き

る

。
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一

第

四

条

第

三

項

に

規

定

す

る

要

件

に

該

当

し

な

く

な

っ

た

と

き

。

二

第

六

条

第

二

項

第

一

号

に

該

当

す

る

こ

と

と

な

っ

た

と

き

。

三

正

当

な

理

由

が

な

く

長

期

間

に

わ

た

っ

て

利

用

し

な

い

と

き

。

四

利

用

の

申

請

に

虚

偽

が

あ

る

こ

と

が

判

明

し

た

と

き

。

五

前

各

号

に

掲

げ

る

場

合

の

ほ

か

、

区

長

が

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

。

（

利

用

の

停

止

）

第

十

一

条

区

長

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

又

は

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

利

用

者

が

学

校

保

健

安

全

法

（

昭

和

三

十

三

年

法

律

第

五

十

六

号

）

第

十

九

条

の

規

定

に

よ

り

出

席

停

止

と

な

っ

た

と

き

は

、

一

時

的

に

学

童

ク

ラ

ブ

又

は

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

利

用

を

停

止

さ

せ

る

も

の

と

す

る

。

２

区

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

一

時

的

に

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

利

用

を

停

止

す

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

と

す

る

。

一

学

校

保

健

安

全

法

第

二

十

条

の

規

定

に

よ

り

、

実

施

校

の

全

部

又

は

一

部

が

休

業

と

な

っ

た

と

き

。

二

前

号

に

掲

げ

る

場

合

の

ほ

か

、

区

長

が

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

。

（

委

任

）

第

十

二

条

こ

の

条

例

の

施

行

に

つ

い

て

必

要

な

事

項

は

、

規

則

で

定

め

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）
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１

こ

の

条

例

は

、

令

和

六

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

次

項

の

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

準

備

行

為

）

２

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

利

用

登

録

の

申

込

み

並

び

に

早

朝

延

長

利

用

及

び

夕

方

延

長

利

用

の

申

請

そ

の

他

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

利

用

の

た

め

に

必

要

な

準

備

行

為

は

、

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

前

に

お

い

て

も

行

う

こ

と

が

で

き

る

。

（

経

過

措

置

）

３

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

前

に

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

学

童

ク

ラ

ブ

の

運

営

に

関

す

る

条

例

の

規

定

に

よ

り

行

っ

た

、

学

童

ク

ラ

ブ

の

利

用

の

申

請

及

び

承

認

そ

の

他

の

行

為

は

、

こ

の

条

例

中

に

こ

れ

に

相

当

す

る

規

定

が

あ

る

場

合

に

は

、

こ

の

条

例

の

相

当

規

定

に

よ

っ

て

行

っ

た

も

の

と

み

な

す

。

４

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

、

現

に

東

京

都

北

区

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

ラ

ン

事

業

実

施

要

綱

（

平

成

二

十

五

年

四

月

一

日

二

十

五

北

教

学

第

五

千

百

七

十

八

号

）

第

八

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

、

一

般

登

録

の

利

用

者

と

し

て

登

録

さ

れ

た

児

童

（

同

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

利

用

登

録

が

あ

っ

た

も

の

と

み

な

さ

れ

た

児

童

を

含

む

。

）

は

、

第

五

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

、

当

該

児

童

の

保

護

者

に

よ

り

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

利

用

登

録

の

申

込

み

が

さ

れ

た

児

童

と

み

な

す

。

５

第

七

条

第

一

項

の

規

定

は

、

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

以

後

の

学

童

ク

ラ

ブ

の

利

用

に

係

る

育
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成

料

に

つ

い

て

適

用

し

、

同

日

前

の

学

童

ク

ラ

ブ

の

利

用

に

係

る

育

成

料

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

６

当

分

の

間

、

第

四

条

第

一

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

児

童

、

」

と

あ

る

の

は

、

「

児

童

（

第

一

学

年

か

ら

第

三

学

年

ま

で

に

限

る

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

、

」

と

す

る

。



職

員

の

高

齢

者

部

分

休

業

に

関

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

月

六

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子
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東

京

都

北

区

条

例

第

四

十

二

号

職

員

の

高

齢

者

部

分

休

業

に

関

す

る

条

例

（

趣

旨

）

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

地

方

公

務

員

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

六

十

一

号

。

以

下

「

法

」

と

い

う

。

）

第

二

十

六

条

の

三

の

規

定

に

基

づ

き

、

職

員

の

高

齢

者

部

分

休

業

に

関

し

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

（

高

齢

者

部

分

休

業

の

承

認

）

第

二

条

高

齢

者

部

分

休

業

の

承

認

は

、

当

該

職

員

の

一

週

間

当

た

り

の

通

常

の

勤

務

時

間

の

二

分

の

一

を

超

え

な

い

範

囲

内

で

、

東

京

都

北

区

規

則

で

定

め

る

時

間

内

に

お

い

て

、

三

十

分

を

単

位

と

し

て

行

う

も

の

と

す

る

。

２

法

第

二

十

六

条

の

三

第

一

項

の

高

年

齢

と

し

て

条

例

で

定

め

る

年

齢

は

、

六

十

歳

と

す

る

。

３

任

命

権

者

は

、

職

員

が

前

項

に

規

定

す

る

年

齢

に

達

す

る

日

の

属

す

る

年

度

の

翌

年

度

の

四

月

一

日

以

後

の

日

か

ら

、

当

該

職

員

に

係

る

高

齢

者

部

分

休

業

を

承

認

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

承

認

の

取

消

し

又

は

休

業

時

間

の

短

縮

）

第

三

条

任

命

権

者

は

、

高

齢

者

部

分

休

業

を

し

て

い

る

職

員

の

業

務

を

処

理

す

る

た

め

の

措

置

を

講

ず

る

こ

と

が

著

し

く

困

難

と

な

っ

た

場

合

で

当

該

職

員

の

同

意

を

得

た

と

き

は

、

当

該

職

員

に

係

る

高

齢

者

部

分

休

業

の

承

認

を

取

り

消

し

、

又

は

休

業

時

間

（

高

齢

者

部

分

休

業

の

承

認

を

受

け

た

一

週

間

当

た

り

の

勤

務

し

な

い

時

間

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

を

短

縮

す

る

こ

と
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が

で

き

る

。

（

休

業

時

間

の

延

長

）

第

四

条

任

命

権

者

は

、

既

に

高

齢

者

部

分

休

業

を

し

て

い

る

職

員

か

ら

休

業

時

間

の

延

長

の

申

出

が

あ

っ

た

場

合

で

公

務

の

運

営

に

支

障

が

な

い

と

認

め

る

と

き

は

、

当

該

職

員

に

係

る

休

業

時

間

の

延

長

を

承

認

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

給

与

の

減

額

）

第

五

条

職

員

（

次

項

に

規

定

す

る

職

員

を

除

く

。

）

が

高

齢

者

部

分

休

業

の

承

認

を

受

け

て

勤

務

し

な

い

場

合

に

は

、

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

五

十

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

八

号

。

以

下

「

給

与

条

例

」

と

い

う

。

）

第

二

十

条

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

そ

の

勤

務

し

な

い

一

時

間

に

つ

き

、

給

料

の

月

額

、

管

理

職

手

当

の

月

額

及

び

給

与

条

例

第

二

十

五

条

に

規

定

す

る

東

京

都

北

区

規

則

で

定

め

る

手

当

の

月

額

の

合

計

額

に

十

二

を

乗

じ

、

そ

の

額

を

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

四

号

。

以

下

「

勤

務

時

間

条

例

」

と

い

う

。

）

第

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

勤

務

時

間

に

五

十

二

を

乗

じ

た

も

の

か

ら

同

項

に

規

定

す

る

勤

務

時

間

を

五

で

除

し

て

得

た

時

間

に

給

与

条

例

第

二

十

五

条

に

規

定

す

る

東

京

都

北

区

規

則

で

定

め

る

日

の

数

を

乗

じ

た

も

の

を

減

じ

た

も

の

で

除

し

て

得

た

額

（

地

方

公

務

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

法

律

（

平

成

三

年

法

律

第

百

十

号

）

第

十

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

同

条

第

一

項

に

規

定

す

る

育

児

短

時

間

勤

務

の

承

認

を

受

け

た

職

員

（

同

法

第

十

七

条

の

規

定

に

よ

る

短

時

間

勤

務

を

す

る

こ

と

と

な

っ

た

職

員

を

含

む

。

以

下
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「

育

児

短

時

間

勤

務

職

員

等

」

と

い

う

。

）

に

あ

っ

て

は

、

そ

の

額

に

勤

務

時

間

条

例

第

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

勤

務

時

間

を

同

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

定

め

ら

れ

た

そ

の

者

の

勤

務

時

間

で

除

し

て

得

た

数

を

乗

じ

て

得

た

額

）

を

減

額

し

て

給

与

を

支

給

す

る

。

２

幼

稚

園

教

育

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

二

号

。

以

下

「

幼

稚

園

教

育

職

員

給

与

条

例

」

と

い

う

。

）

の

適

用

を

受

け

る

職

員

が

高

齢

者

部

分

休

業

の

承

認

を

受

け

て

勤

務

し

な

い

場

合

に

は

、

幼

稚

園

教

育

職

員

給

与

条

例

第

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

そ

の

勤

務

し

な

い

一

時

間

に

つ

き

、

給

料

の

月

額

、

教

職

調

整

額

の

月

額

、

管

理

職

手

当

の

月

額

及

び

幼

稚

園

教

育

職

員

給

与

条

例

第

二

十

二

条

に

規

定

す

る

教

育

委

員

会

規

則

で

定

め

る

手

当

の

月

額

の

合

計

額

に

十

二

を

乗

じ

、

そ

の

額

を

幼

稚

園

教

育

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

一

号

。

以

下

「

幼

稚

園

教

育

職

員

勤

務

時

間

条

例

」

と

い

う

。

）

第

三

条

第

一

項

に

規

定

す

る

勤

務

時

間

に

五

十

二

を

乗

じ

た

も

の

か

ら

同

項

に

規

定

す

る

勤

務

時

間

を

五

で

除

し

て

得

た

時

間

に

幼

稚

園

教

育

職

員

給

与

条

例

第

二

十

二

条

に

規

定

す

る

教

育

委

員

会

規

則

で

定

め

る

日

の

数

を

乗

じ

た

も

の

を

減

じ

た

も

の

で

除

し

て

得

た

額

（

育

児

短

時

間

勤

務

職

員

等

に

あ

っ

て

は

、

そ

の

額

に

同

項

に

規

定

す

る

勤

務

時

間

を

幼

稚

園

教

育

職

員

勤

務

時

間

条

例

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

定

め

ら

れ

た

そ

の

者

の

勤

務

時

間

で

除

し

て

得

た

数

を

乗

じ

て

得

た

額

）

を

減

額

し

て

給

与

を

支

給

す

る

。

（

委

任

）



- 4 -

第

六

条

こ

の

条

例

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

特

別

区

人

事

委

員

会

の

承

認

を

得

て

、

東

京

都

北

区

規

則

で

定

め

る

。

付

則

こ

の

条

例

は

、

令

和

六

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。



職

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

月

六

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



- 1 -

東

京

都

北

区

条

例

第

四

十

三

号

職

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

職

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

条

例

（

平

成

四

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

七

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

五

条

第

二

項

中

「

勤

務

時

間

条

例

第

十

五

条

第

一

項

」

を

「

職

員

の

高

齢

者

部

分

休

業

に

関

す

る

条

例

（

令

和

五

年

十

月

東

京

都

北

区

条

例

第

四

十

二

号

）

第

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

高

齢

者

部

分

休

業

、

勤

務

時

間

条

例

第

十

五

条

第

一

項

」

に

、

「

当

該

育

児

時

間

」

を

「

当

該

高

齢

者

部

分

休

業

、

当

該

育

児

時

間

」

に

改

め

る

。

付

則

こ

の

条

例

は

、

令

和

六

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。



職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

月

六

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



- 1 -

東

京

都

北

区

条

例

第

四

十

四

号

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

五

十

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

八

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

二

条

第

一

項

中

「

新

型

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

等

緊

急

事

態

派

遣

手

当

」

を

「

特

定

新

型

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

等

対

策

派

遣

手

当

」

に

改

め

る

。

第

三

十

四

条

の

二

第

三

項

中

「

第

四

十

三

条

」

を

「

第

二

十

六

条

の

七

（

同

法

第

三

十

八

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

て

適

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

」

に

、

「

新

型

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

等

緊

急

事

態

措

置

」

を

「

特

定

新

型

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

等

対

策

」

に

、

「

同

項

」

を

「

第

一

項

」

に

、

「

新

型

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

等

緊

急

事

態

派

遣

手

当

」

を

「

特

定

新

型

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

等

対

策

派

遣

手

当

」

に

、

「

第

四

十

四

条

」

を

「

第

二

十

六

条

の

八

」

に

改

め

、

同

条

第

四

項

中

「

新

型

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

等

緊

急

事

態

派

遣

手

当

」

を

「

特

定

新

型

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

等

対

策

派

遣

手

当

」

に

改

め

る

。

付

則

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。



職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

月

六

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



- 1 -

東

京

都

北

区

条

例

第

四

十

五

号

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

三

条

第

一

項

第

一

号

中

「

売

春

防

止

法

（

昭

和

三

十

一

年

法

律

第

百

十

八

号

）

」

を

「

困

難

な

問

題

を

抱

え

る

女

性

へ

の

支

援

に

関

す

る

法

律

（

令

和

四

年

法

律

第

五

十

二

号

）

」

に

改

め

る

。

第

五

条

第

一

項

第

一

号

中

「

及

び

新

感

染

症

」

を

「

、

新

型

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

等

感

染

症

、

新

感

染

症

及

び

こ

れ

ら

に

準

ず

る

感

染

症

」

に

改

め

、

同

項

第

二

号

中

「

及

び

三

類

感

染

症

」

を

「

、

三

類

感

染

症

及

び

こ

れ

ら

に

準

ず

る

感

染

症

」

に

改

め

る

。

付

則

第

三

項

の

前

の

見

出

し

及

び

同

項

か

ら

付

則

第

五

項

ま

で

を

削

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

三

条

第

一

項

第

一

号

の

改

正

規

定

及

び

次

項

の

規

定

は

、

令

和

六

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

前

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

規

定

の

施

行

の

日

前

に

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

前

の

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

（

以

下

「

改

正

前

の

条

例

」

と

い

う

。

）

第

三

条

第

一

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

支

給

が

確

定

し

た

福

祉

事

務

所

等

現

業

手

当

で

、

同

日

以

後

に

支

給

す

る

も

の



- 2 -

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

３

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

（

以

下

「

施

行

日

」

と

い

う

。

）

前

に

、

改

正

前

の

条

例

付

則

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

支

給

が

確

定

し

た

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

に

係

る

感

染

症

接

触

手

当

で

、

施

行

日

以

後

に

支

給

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。



東

京

都

北

区

立

学

校

の

学

校

医

、

学

校

歯

科

医

及

び

学

校

薬

剤

師

の

公

務

災

害

補

償

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

月

六

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



- 1 -

東

京

都

北

区

条

例

第

四

十

六

号

東

京

都

北

区

立

学

校

の

学

校

医

、

学

校

歯

科

医

及

び

学

校

薬

剤

師

の

公

務

災

害

補

償

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

都

北

区

立

学

校

の

学

校

医

、

学

校

歯

科

医

及

び

学

校

薬

剤

師

の

公

務

災

害

補

償

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

四

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

二

条

第

二

項

第

一

号

中

「

十

七

万

千

六

百

五

十

円

」

を

「

十

七

万

二

千

五

百

五

十

円

」

に

改

め

、

同

項

第

二

号

中

「

七

万

五

千

二

百

九

十

円

」

を

「

七

万

七

千

八

百

九

十

円

」

に

改

め

、

同

項

第

三

号

中

「

八

万

五

千

七

百

八

十

円

」

を

「

八

万

六

千

二

百

八

十

円

」

に

改

め

、

同

項

第

四

号

中

「

三

万

七

千

六

百

円

」

を

「

三

万

八

千

九

百

円

」

に

改

め

る

。

付

則

（

施

行

期

日

等

）

１

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

し

、

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

東

京

都

北

区

立

学

校

の

学

校

医

、

学

校

歯

科

医

及

び

学

校

薬

剤

師

の

公

務

災

害

補

償

に

関

す

る

条

例

（

以

下

「

新

条

例

」

と

い

う

。

）

の

規

定

は

、

令

和

五

年

四

月

一

日

（

以

下

「

適

用

日

」

と

い

う

。

）

か

ら

適

用

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

新

条

例

第

十

二

条

第

二

項

の

規

定

は

、

適

用

日

以

後

に

支

給

す

べ

き

事

由

が

生

じ

た

介

護

補

償

に

つ

い

て

適

用

し

、

適

用

日

前

に

支

給

す

べ

き

事

由

が

生

じ

た

介

護

補

償

に

つ

い

て

は

、

同



- 2 -

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

３

適

用

日

か

ら

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

（

以

下

「

施

行

日

」

と

い

う

。

）

の

前

日

ま

で

の

間

に

お

い

て

、

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

立

学

校

の

学

校

医

、

学

校

歯

科

医

及

び

学

校

薬

剤

師

の

公

務

災

害

補

償

に

関

す

る

条

例

第

十

二

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

く

介

護

補

償

（

適

用

日

か

ら

施

行

日

の

前

日

ま

で

の

間

に

支

給

す

べ

き

事

由

が

生

じ

た

も

の

に

限

る

。

）

と

し

て

支

払

わ

れ

た

金

額

は

、

新

条

例

の

規

定

に

基

づ

く

介

護

補

償

の

内

払

と

み

な

す

。



東

京

都

北

区

立

学

校

設

置

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

月

六

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



- 1 -

東

京

都

北

区

条

例

第

四

十

七

号

東

京

都

北

区

立

学

校

設

置

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

都

北

区

立

学

校

設

置

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

一

条

中

「

及

び

中

学

校

」

を

「

、

中

学

校

及

び

義

務

教

育

学

校

」

に

改

め

る

。

別

表

の

一

東

京

都

北

区

立

神

谷

小

学

校

の

項

及

び

東

京

都

北

区

立

稲

田

小

学

校

の

項

並

び

に

同

表

の

二

東

京

都

北

区

立

神

谷

中

学

校

の

項

を

削

り

、

同

表

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

三

義

務

教

育

学

校

名

称

位

置

東

京

都

北

区

立

都

の

北

学

園

東

京

都

北

区

神

谷

二

丁

目

三

十

番

一

号

付

則

こ

の

条

例

は

、

令

和

六

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。



東

京

都

北

区

興

行

場

法

施

行

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

月

六

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



- 1 -

東

京

都

北

区

条

例

第

四

十

八

号

東

京

都

北

区

興

行

場

法

施

行

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

都

北

区

興

行

場

法

施

行

条

例

（

昭

和

五

十

九

年

十

月

東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

七

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

三

条

第

三

項

中

「

相

続

」

を

「

興

行

場

営

業

の

譲

渡

又

は

営

業

者

に

つ

い

て

の

相

続

」

に

、

「

又

は

」

を

「

若

し

く

は

」

に

改

め

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

条

例

は

、

生

活

衛

生

関

係

営

業

等

の

事

業

活

動

の

継

続

に

資

す

る

環

境

の

整

備

を

図

る

た

め

の

旅

館

業

法

等

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

令

和

五

年

法

律

第

五

十

二

号

）

の

施

行

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

東

京

都

北

区

興

行

場

法

施

行

条

例

第

三

条

第

三

項

の

規

定

は

、

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

前

に

興

行

場

営

業

の

譲

渡

が

あ

っ

た

場

合

に

お

け

る

当

該

興

行

場

営

業

を

譲

り

受

け

た

者

に

つ

い

て

は

、

適

用

し

な

い

。



東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

月

六

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



- 1 -

東

京

都

北

区

条

例

第

四

十

九

号

東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

条

例

（

平

成

二

十

四

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

四

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

六

条

中

「

第

五

条

第

三

号

」

を

「

第

五

条

第

一

項

第

四

号

」

に

改

め

る

。

付

則

こ

の

条

例

は

、

生

活

衛

生

関

係

営

業

等

の

事

業

活

動

の

継

続

に

資

す

る

環

境

の

整

備

を

図

る

た

め

の

旅

館

業

法

等

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

令

和

五

年

法

律

第

五

十

二

号

）

の

施

行

の

日

か

ら

施

行

す

る

。



東

京

都

北

区

プ

ー

ル

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

月

六

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



- 1 -

東

京

都

北

区

条

例

第

五

十

号

東

京

都

北

区

プ

ー

ル

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

都

北

区

プ

ー

ル

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

五

十

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

十

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

三

条

の

二

第

一

項

中

「

い

う

。

）

」

の

下

に

「

が

当

該

プ

ー

ル

の

経

営

を

譲

渡

し

、

又

は

許

可

経

営

者

」

を

加

え

、

「

又

は

分

割

が

」

を

「

若

し

く

は

分

割

（

当

該

プ

ー

ル

の

経

営

を

承

継

さ

せ

る

も

の

に

限

る

。

）

が

」

に

、

「

相

続

人

」

を

「

当

該

プ

ー

ル

の

経

営

を

譲

り

受

け

た

者

又

は

相

続

人

（

相

続

人

が

二

人

以

上

あ

る

場

合

に

お

い

て

、

そ

の

全

員

の

同

意

に

よ

り

当

該

プ

ー

ル

の

経

営

を

承

継

す

べ

き

相

続

人

を

選

定

し

た

と

き

は

、

そ

の

者

）

」

に

、

「

法

人

又

は

」

を

「

法

人

若

し

く

は

」

に

改

め

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

条

例

は

、

生

活

衛

生

関

係

営

業

等

の

事

業

活

動

の

継

続

に

資

す

る

環

境

の

整

備

を

図

る

た

め

の

旅

館

業

法

等

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

令

和

五

年

法

律

第

五

十

二

号

）

の

施

行

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

東

京

都

北

区

プ

ー

ル

に

関

す

る

条

例

第

三

条

の

二

第

一

項

の

規

定

は

、

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

前

に

プ

ー

ル

の

経

営

の

譲

渡

が

あ

っ

た

場

合

に

お

け

る

当

該

プ



- 2 -

ー

ル

の

経

営

を

譲

り

受

け

た

者

に

つ

い

て

は

、

適

用

し

な

い

。



東

京

都

北

区

手

数

料

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

月

六

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



- 1 -

東

京

都

北

区

条

例

第

五

十

一

号

東

京

都

北

区

手

数

料

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

東

京

都

北

区

手

数

料

条

例

（

平

成

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

表

第

一

の

九

の

項

中

「

若

し

く

は

」

を

「

又

は

」

に

、

「

又

は

」

を

「

若

し

く

は

」

に

、

「

継

承

」

を

「

承

継

」

に

改

め

、

同

表

十

の

項

中

「

及

び

第

三

条

の

三

」

を

「

か

ら

第

三

条

の

四

ま

で

」

に

改

め

る

。

付

則

こ

の

条

例

は

、

生

活

衛

生

関

係

営

業

等

の

事

業

活

動

の

継

続

に

資

す

る

環

境

の

整

備

を

図

る

た

め

の

旅

館

業

法

等

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

（

令

和

五

年

法

律

第

五

十

二

号

）

の

施

行

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

別

表

第

一

の

九

の

項

の

改

正

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。


